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一　

戦
間
期
の
始
ま
り 

│
│ 

パ
リ
講
和
会
議
と
仏
教
者 

│
│

　

人
類
史
上
で
初
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
の
戦
争
で
あ
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
十
一
月
十
一
日
ま
で
、
四
年

余
り
続
い
た
。
終
結
の
直
後
、
日
本
の
仏
教
者
有
志
は
、
あ
る
所
に
集
ま
っ
て
い
た
。
講
和
会
議
に
参
加
す
る
各
国
委
員
に
対
し
て
、

行
動
す
る
た
め
で
あ
る
。
仏
教
の
精
神
か
ら
、
世
界
平
和
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
付
に
決
議
し
た
の
だ
。
す
ぐ
さ
ま
案
文
が
起
草

〈
論
文
要
旨
>　

現
状
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
連
合
組
織
は
、「
全
日
本
仏
教
会
」
で
あ
る
。
同
会
は
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年

に
設
立
さ
れ
た
、
国
家
の
宗
教
統
制
に
反
対
し
た
団
体
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

 

　

し
か
し
実
際
に
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
／
大
正
元
）
年
に
形
成
さ
れ
た
「
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
」
が
出
発
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
六

年
に
「
仏
教
連
合
会
」
へ
改
称
さ
れ
、
仏
教
界
を
め
ぐ
る
世
俗
的
な
法
制
の
整
備
と
僧
侶
の
法
的
待
遇
の
是
正
を
求
め
て
、
政
府
に
働
き
か
け
た
団
体

で
あ
る
。
戦
間
期
の
日
本
仏
教
宗
派
は
、
制
度
改
革
を
強
く
主
張
す
る
た
め
、
仏
教
界
が
一
体
と
な
り
連
合
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
中
戦

争
の
勃
発
後
は
運
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に
財
団
法
人
と
な
り
、
後
に
は
、「
大
日
本
仏
教
連
合
会
」、「
大
日
本
仏
教

会
」
と
改
称
し
た
。

 

　

仏
教
連
合
会
は
、
国
家
の
施
策
に
協
力
し
な
が
ら
も
、
時
に
は
対
立
し
、
異
議
を
唱
え
る
な
ど
、
戦
間
期
の
仏
教
界
を
取
り
巻
い
た
政
教
関
係
を
見

る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
団
体
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
>　

政
教
関
係
、
三
教
会
同
、
宗
教
（
団
体
）
法
案
、
全
日
本
仏
教
会
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│ 

仏
教
連
合
会
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組
織
と
活
動 

│
│
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さ
れ
、
英
仏
両
語
へ
の
翻
訳
を
経
て
、
白
紐
の
リ
ボ
ン
で
大
和
綴
じ
に
装
丁
し
た
五
百
部
の
奉
書
が
作
成
さ
れ
た
。
一
九
一
九
年
一
月

に
パ
リ
で
始
ま
っ
た
講
和
会
議
に
て
、
勝
者
と
な
っ
た
連
合
国
側
と
敗
者
の
同
盟
国
側
の
参
列
委
員
へ
奉
書
が
配
ら
れ
た
。
僧
侶
た
ち

は
、
行
動
に
際
し
て
、
事
前
に
総
理
原
敬
・
外
相
内
田
康
哉
・
文
相
中
橋
徳
五
郎
か
ら
承
認
を
受
け
て
、
会
議
の
全
権
委
員
で
あ
る
西

園
寺
公
望
が
乗
船
し
た
丹
波
丸
に
奉
書
を
積
み
込
ま
せ
た
。
奉
書
の
表
題
は
「
講
和
会
議
に
対
す
る
日
本
仏
教
徒
の
希
望
」。
邦
文
は

次
の
書
き
出
し
か
ら
始
ま
る
。

　

大
日
本
帝
国
仏
教
連
合
会
幹
事
下
名
等
は
世
界
大
乱
の
漸
く
終
熄
し
平
和
会
議
の
将
に
開
か
れ
ん
と
す
る
に
当
り
、
日
本
仏
教

徒
が
教
祖
仏
陀
の
遺
法
に
基
き
永
遠
に
世
界
の
平
和
を
希
望
し
、
恒
久
に
人
類
の
康
寧
を
企
図
す
る
本
懐
を
代
表
具
陳
し
茲
に
謹

み
て
之
を
列
国
代
表
者
諸
彦
に
捧
呈
す
る
の
光
栄
を
有
す
…
…１
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
趣
旨
を
ま
と
め
た
文
書
が
、
各
国
の
首
相
に
対
し
て
も
発
送
さ
れ
、
仏
教
者
達
は
思
い
を
強
く
訴
え
た
。
留
意
す
べ

き
点
が
あ
る
。
冒
頭
は
「
仏
教
連
合
会
」
で
は
な
く
、「
仏
教
連
合
会
幹
事

0

0

」
と
す
る
。
そ
も
そ
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
付
を
決
議
し
た

の
は
、
一
九
一
八
年
十
一
月
十
三
日
で
、
す
な
わ
ち
第
一
次
大
戦
の
終
結
か
ら
わ
ず
か
二
日
後
に
京
都
の
臨
済
宗
妙
心
寺
で
行
わ
れ
た

仏
教
連
合
会
の
評
議
員
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
末
尾
に
は
、
日
付
と
し
て
同
年
十
二
月
八
日
と
あ
り
、「
仏
教
各
宗
派

管
長
の
委
託
を
受
け
た
仏
教
連
合
会
幹
事
」
と
し
て
、
十
二
名
の
署
名
が
記
さ
れ
た２
。

　

こ
の
日
付
と
陣
容
が
、
団
体
の
性
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
二
月
八
日
は
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
成
道
会
の
日
で
、
仏
教

徒
に
と
っ
て
重
要
な
日
付
で
あ
る
。
そ
し
て
幹
事
は
、
仏
教
各
宗
派
か
ら
選
ば
れ
た
事
務
方
の
代
表
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
宗
で
の
幹

部
級
の
役
職
者
で
あ
っ
た
。
あ
え
て
幹
事
の
名
義
で
、
世
界
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
全
宗
派
の
管
長
の
承
認

を
得
て
か
ら
で
は
、
時
間
を
要
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
迅
速
性
を
優
先
し
て
、
幹
事
名
義
で
奉
書
を
発
出
し
た
の
で
あ
る
。
正
に
僧
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侶
達
は
、
速
や
か
な
実
行
力
と
巧
み
な
政
治
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
仏
教
連
合
会
と
は
、
日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
連
合
組
織
で
あ
る
。
そ
の
沿
革
を
め
ぐ
っ
て
は
、
誤
っ
た
通
説
が
流
布
し

て
き
た
。
仏
教
連
合
組
織
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
先
行
研
究
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る３
。
拙
論
の
公
表
後
に
明
ら
か
と
な
っ
た
諸
事
実
を

踏
ま
え
て
、
内
容
の
更
新
を
図
り
た
い
。
他
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
触
れ
る
。
近
現
代
に
お
け
る
特
定
の
教
団
史
の
研
究
は
複
数
あ
る

が
、
仏
教
連
合
組
織
の
研
究
は
数
が
限
ら
れ
て
い
る４
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
仏
教
教
団
史
研
究
の
多
く
は
、
そ
の
教
団
の
関
係
者
が
、

当
事
者
意
識
と
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
り
、
定
期
刊
行
物
や
内
部
文
書
な
ど
の
資
料
を
得
や
す
い
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
う
し
た
個
別
の
宗
派
が
、
相
互
協
調
を
行
っ
た
連
合
組
織
に
つ
い
て
、
研
究
は
必
要
で
あ
る
。
政
府
に
対
し
て
単
独
で
意
見
を

表
明
す
る
よ
り
も
、
仏
教
界
全
体
と
し
て
行
動
し
た
方
が
、
は
る
か
に
実
効
性
が
あ
り
、
仏
教
連
合
会
の
成
立
に
至
っ
た
か
ら
だ
。

　

本
論
に
お
け
る
理
解
の
前
提
の
た
め
、
ま
ず
は
日
本
に
お
け
る
仏
教
界
の
連
合
組
織
の
変
遷
に
つ
い
て
、
概
要
を
示
し
て
お
く
（
表

１５
）。

二　

仏
教
連
合
組
織
の
起
源
に
関
す
る
誤
伝

　

現
在
、
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
（
略
称
・
全
仏
又
は
全
日
仏
）
が
あ
る
。
本
論
で
述
べ
る
仏
教
連
合
会
（
略
称
・
仏
連
）
と

は
、
法
人
格
の
直
接
の
連
続
性
は
な
い
が
、
両
者
と
も
仏
教
宗
派
が
参
加
し
た
、
仏
教
連
合
の
組
織
体
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
各
宗
派

は
、
教
導
職
の
廃
止
を
経
て
管
長
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
い
え
ど
も
、
宗
派
と
し
て
内
部
で
統
率
が
取
れ
て
い
た
の
か
。
派
内
の
有
力

寺
院
や
宗
政
家
ら
が
相
克
を
重
ね
て
き
た
の
が
、
近
現
代
の
仏
教
各
宗
派
の
内
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
各
宗
派
が
一
つ
の
連
合

体
に
ま
と
ま
る
こ
と
は
、
大
変
な
試
み
で
あ
る
と
は
想
像
が
付
く
。
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表
１
　
仏
教
界
に
お
け
る
連
合
組
織
の
変
遷

年
表

団
体
名
称
（
注
１
）

備
考

1912 （
明
治

45 
／
大
正
元
）
①
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
（
任
意
団
体
）

２
月
内
務
次
官
床
次
竹
二
郎
が
三
教
会
同
を
開
催
。
参
加
し
た
仏
教
関
係
者
に
よ
り
設
立
。
７
月
明
治

天
皇
没
、
直
後
か
ら
各
宗
派
管
長
の
大
喪
対
応
に
つ
い
て
実
務
協
議
を
行
う

1916（
大
正

5）
①
仏
教
連
合
会
（
任
意
団
体
）

名
称
の
変
更
。
規
則
を
制
定
し
て
組
織
体
制
を
確
立

1938（
昭
和

13）
①
財
団
法
人
仏
教
連
合
会

文
部
大
臣
よ
り
民
法
に
基
づ
く
財
団
法
人
と
し
て
設
立
許
可

1940（
昭
和

15）
①
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
連
合
会

文
部
大
臣
よ
り
名
称
変
更
の
認
可

1941（
昭
和

16）
①
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会

文
部
大
臣
よ
り
名
称
変
更
の
認
可
。
興
亜
仏
教
協
会
（
任
意
団
体
）
を
吸
収
合
併
。

1944
年
の
②
財

団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
へ
の
再
編
時
に
は
、
法
人
格
の
整
理
・
解
散
を
行
わ
ず
（
注
２
）

1944（
昭
和

19）
②

 財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会

 
※
仏
教
局

文
部
大
臣
よ
り
民
法
に
基
づ
く
財
団
法
人
と
し
て
設
立
許
可
。
総
務
局
・
神
道
局
・
仏
教
局
・
基
督
教

局
を
設
置
。
各
宗
教
系
統
の
連
合
組
織
を
再
編
し
て
成
立
（
注
３
）

1945（
昭
和

20）
③
仏
教
連
合
会
（
任
意
団
体
）

連
合
組
織
の
再
建
、
各
宗
派
で
構
成

1949（
昭
和

24）
③

 仏
教
連
合
会
・
全
日
本
仏
教
会
連
盟

 
（
任
意
団
体
）

連
合
組
織
の
再
建
、
各
都
道
府
県
仏
教
会
で
構
成
。
③
仏
教
連
合
会
が
事
務
局
を
担
当
し
た
の
で
、
同

会
で
は
両
名
を
併
記

1951（
昭
和

26）
④
日
本
仏
教
徒
会
議
（
任
意
団
体
）

各
地
で
の
仏
教
徒
会
議
を
開
催
し
、

1952
年
に
第
２
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
を
開
催
す
る
た

め
設
立

1952（
昭
和

27）
④
世
界
仏
教
徒
日
本
連
盟
（
任
意
団
体
）
上
記
大
会
の
開
催
後
に
改
称

1954（
昭
和

29）
⑤
全
日
本
仏
教
会
（
任
意
団
体
）

③
仏
教
連
合
会
・
④
世
界
仏
教
徒
日
本
連
盟
が
合
流
し
て
設
立

1957（
昭
和

32）
⑤
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

文
部
大
臣
よ
り
民
法
に
基
づ
く
財
団
法
人
と
し
て
設
立
許
可

2012（
平
成

24）
⑤
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

公
益
法
人
制
度
改
革
で
主
務
官
庁
制
廃
止
に
よ
り
、
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
か
ら
認
定
を
受
け
公

益
法
人
へ
移
行

注
１
：
複
数
回
の
名
称
変
更
を
行
っ
た
団
体
は
、
継
続
性
を
示
す
た
め
便
宜
的
に
丸
数
字
（
①
～
⑤
）
を
併
記
し
た
。

注
２
：

 ①
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
は
、
戦
後
は
長
ら
く
休
眠
法
人
と
な
っ
て
い
た
が
、
所
管
す
る
文
部
科
学
大
臣
は
職
権
で

2002（
平
成

14）
年
に
法
人
格
を
解

散
さ
せ
た
。

注
３
：

 ②
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
は
、

1945（
昭
和

20）
年
の
敗
戦
後
、
②
財
団
法
人
日
本
宗
教
会
を
経
て
、

1946
年
に
②
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟

へ
名
称
変
更
。
神
道
局
、
仏
教
局
、
基
督
教
局
は
廃
止
さ
れ
、
従
前
の
教
派
神
道
連
合
会
及
び
日
本
基
督
教
連
合
会
（
現
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
）
が
再

建
。
仏
教
界
は
、
①
と
は
同
名
だ
が
、
新
た
に
③
仏
教
連
合
会
が
設
立
と
な
る
。

2012（
平
成

24）
年
に
②
公
益
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
へ
移
行
す
る
が
、

現
在
で
も
同
法
人
の
財
団
設
立
登
記
は

1944（
昭
和

19）
年
と
な
っ
て
い
る
。
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全
仏
で
は
、
こ
れ
ま
で
節
目
に
は
通
史
を
ま
と
め
て
き
た
が
、
最
初
の
も
の
は
団
体
の
設
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
一
九
七
三
（
昭

和
四
八
）
年
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る６
。
全
仏
で
は
、
そ
の
後
も
年
史
を
作
成
し
て
き
た
が
、
戦
前
の
仏
連
か
ら
戦
後
の
全
仏
に
至
る

流
れ
は
、
こ
の
年
史
の
記
述
を
踏
ま
え
て
再
生
産
が
続
け
ら
れ
て
い
る７
。
現
在
で
も
同
じ
趣
旨
の
内
容
で
、
説
明
が
な
さ
れ
る
。

　

本
会
は
１

９

０

０

（
明
治
３

３

）
年
、
国
家
の
宗
教
統
制
に
反
対
し
て
結
成
さ
れ
た
「
仏（

マ
マ
）教

懇
話
会
」
に
淵
源
を
持
ち
、「
大

日
本
仏
教
会
」「
日（

マ
マ
）本
仏
教
連
合
会
」
等
を
経
て
、
１

９

５

７

（
昭
和
３

２

）
年
に
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
と
な
り
…
…８
。

　

一
九
〇
〇
年
と
あ
る
が
、
近
代
日
本
で
初
め
て
と
な
る
宗
教
（
団
体
）
に
関
す
る
法
律
の
制
定
を
目
指
し
た
第
一
次
宗
教
法
案
が
、

第
十
四
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
貴
族
院
で
否
決
さ
れ
た
年
次
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
仏
教
界
全
体
が
、
法
案
に
反
対
し
た
の
で
は

な
い
。
確
か
に
真
宗
大
谷
派
（
通
称
・
東
本
願
寺
）
の
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
た
大
日
本
仏
教
徒
同
盟
会
は
、
激
し
い
反
対
運
動
を
展

開
し
た
が
、
こ
の
団
体
は
全
仏
が
示
し
た
懇
話
会
で
は
な
い
。
一
方
の
真
宗
本
願
寺
派
（
通
称
・
西
本
願
寺
）
は
、
法
案
成
立
に
賛
成

の
立
場
に
あ
っ
た９
。
こ
の
時
に
宗
教
法
案
を
提
出
し
た
の
は
、
第
二
次
山
県
内
閣
で
あ
っ
た
。
首
相
の
山
県
有
朋
は
明
治
維
新
を
断
行

し
た
長
州
閥
の
一
人
で
あ
り
、
当
地
山
口
は
古
く
か
ら
西
本
願
寺
の
門
徒
が
多
か
っ
た
土
地
柄
で
も
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
現
在
ま
で
に
至
る
仏
教
連
合
組
織
の
原
点
が
、
宗
教
法
案
の
反
対
運
動
か
ら
出
発
し
た
こ
と
は
、
事
実
で
は
な
い
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
こ
の
通
説
が
広
く
流
布
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
明
治
天
皇
の
崩
御
直
前
で
あ
る
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
二
月
に
行
わ
れ
た
三
教
会
同
を
契
機
と
し
て
、
仏
教

各
宗
派
懇
話
会
な
る
連
合
組
織
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
三
教
会
同
と
は
、
内
務
次
官
の
床
次
竹
二
郎
が
、
教
派
神
道
・
仏
教
・
キ
リ

ス
ト
教
の
代
表
者
を
参
集
さ
せ
た
会
合
で
、
国
民
教
化
に
宗
教
を
用
い
た
国
家
に
よ
る
宗
教
団
体
の
利
用
で
あ
っ
た
。
教
派
神
道
、
仏

教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
者
約
九
〇
名
を
招
い
た
が
、
参
加
し
た
の
は
そ
の
内
の
八
〇
名
（
神
一
二
、
仏
六
二
、
キ
六
）
で
あ
っ
た
。
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仏
教
が
多
い
の
は
、
他
宗
教
と
比
較
し
て
多
数
の
団
体
が
あ
り
、
か
つ
各
宗
派
間
の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
に
長
け
た
僧
侶
も
参
加
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
専
門
紙
の
『
中
外
日
報
』
に
は
、
同
会
設
立
を
報
道
す
る
と
共
に
、
明
治
天
皇
の
大
喪
当
日
に
、
独
自
の

法
要
を
行
う
こ
と
で
弔
意
を
示
す
仏
教
界
の
様
子
を
伝
え
た
。

　

三
教
会
合
の
際
作
ら
れ
し
仏
教
各
宗
〔
派
〕
懇
話
会
に
て
は
、
今
回
の
御
大
喪
に
就
き
各
宗
連
合
に
て
敬
悼
の
意
を
表
す
る
為

め
諸
般
の
事
項
を
議
す
べ
く
第
一
回
の
打
合
準
備
会
を
〔
一
九
一
二
年
八
月
〕
去
二
日
芝
区
西
久
保
〔
浄
土
宗
〕
天
徳
寺
に
開
会

せ
し
が
全
部
の
決
定
を
見
ず
し
て
散
会
、
近
日
重
ね
て
第
二
回
の
打
合
を
為
す
筈
な
る
が
、
連
合
に
て
為
さ
ん
と
す
る
は
東
京
に

於
て
一
大
奉
悼
の
法
要
を
修
す
る
事
、
御
大
葬
の
当
日
各
宗
代
表
者
の
参
列
席
を
予
め
其
筋
に
交
渉
す
る
事
、
各
宗
派
夫
れ
〴
〵

御
弔
辞
を
差
上
げ
あ
る
も
御
大
葬
当
日
各
宗
管
長
連
名
に
て
全
国
仏
教
徒
を
代
表
し
て
一
通
捧
呈
す
る
事
な
ど
…
…Ａ
。

　

ま
と
め
る
と
、
三
教
会
同
を
契
機
と
し
て
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
が
設
立
さ
れ
、
五
か
月
が
過
ぎ
た
同
年
七
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
が

物
故
と
な
り
、
そ
の
三
日
後
に
、
対
応
を
行
う
第
一
回
打
合
会
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
懇
話
会
の
正
確
な
設
立
日
は
、
今
の

と
こ
ろ
確
認
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
設
立
の
経
緯
は
、
仏
教
界
が
国
家
に
協
力
し
て
き
た
と
い
う
、
昭
和
戦
後
期
の
全
仏
に
と
っ
て
は
、
振
り
返
り
た
く
な
い
歴
史

的
な
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
観
が
前
述
の
年
史
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
仏
教
連
合
会
の
組
織
の
体
制
に
つ
い
て
、
設
立

当
初
の
概
要
を
見
て
い
くＢ
。
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三　

仏
教
各
宗
派
懇
話
会
か
ら
仏
教
連
合
会
へ

１　

経
緯

　

発
足
当
初
の
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
は
、
緩
や
か
な
会
議
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
仏
教
連
合
会
へ
と
移
行
す
る
が
、
連
合
会
の
本
体

と
各
宗
派
の
間
に
は
、
上
下
関
係
は
な
く
、
各
派
間
で
対
話
を
行
う
協
調
の
場
所
で
あ
る
と
位
置
付
け
が
で
き
る
。
そ
の
経
緯
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
十
二
月
十
日
に
、
京
都
に
て
同
懇
話
会
の
主
催
に
よ
る
、
仏
教
各
宗
派
大
会
が
開
会
し
た
。
仏
教
界
を
め

ぐ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
が
、
各
宗
派
で
共
通
す
る
事
案
を
審
議
し
対
応
す
る
た
め
、
仏
教
連
合
会
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
、
十
二
月
十
六
日
に
は
、
会
の
規
則
を
決
議
す
る
。
翌
年
の
一
九
一
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
会
は
、

法
人
格
の
な
い
任
意
団
体
で
あ
る
が
、
参
加
し
た
各
宗
派
は
文
部
大
臣
の
監
督
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
大
臣
で
あ
る
高
田
早
苗

宛
て
に
連
合
会
の
規
則
を
、
自
主
的
に
報
告
を
行
っ
て
い
た
。
最
初
に
制
定
さ
れ
た
「
仏
教
連
合
会
規
則
」（
全
十
二
条
）
の
ポ
イ
ン

ト
を
、
以
下
に
紹
介
し
て
い
くＣ
。

２　

名
称
・
拠
点
・
目
的
・
体
制

　

組
織
の
名
称
と
活
動
拠
点
は
、
第
一
条
「
仏
教
連
合
会
ト
称
シ
本
部
ヲ
東
京
ニ
出
張
所
ヲ
京
都
ニ
設
置
ス
」
と
し
た
。
附
則
に
よ
れ

ば
、
本
部
は
新
義
真
言
宗
智
山
派
の
真
福
寺
（
東
京
市
芝
区
愛
宕
町
）、
出
張
所
は
浄
土
宗
西
山
派
の
誓
願
寺
（
京
都
市
新
京
極
通
）

と
あ
る
。
現
在
の
真
言
宗
智
山
派
の
総
本
山
智
積
院
別
院
真
福
寺
、
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
総
本
山
誓
願
寺
で
あ
る
。
本
部
と
出
張
所

の
場
所
を
制
定
し
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
世
俗
的
な
要
素
が
過
分
に
強
い
だ
ろ
う
。
双
方
と
も
、
東
京
と
京
都
に
お
け
る
政
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治
・
経
済
の
中
心
地
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。

　

会
の
目
的
と
体
制
は
、
第
二
条
「
仏
教
各
宗
派
ニ
関
ス
ル
共
通
ノ
事
件
ヲ
審
議
シ
之
ヲ
庶
弁
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」、
第
三
条
「
各

宗
派
管
長
及
宗
務
ノ
要
職
者
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と
あ
る
。
事
件
と
あ
る
が
、
訴
訟
事
件
で
は
な
く
、
出
来
事
や
事
柄
と
い
っ
た
意
味
で

あ
る
。
ま
た
連
合
会
へ
の
加
入
制
度
は
、
宗
派
単
位
で
は
な
く
、
そ
の
ト
ッ
プ
や
事
務
方
の
幹
部
と
い
う
個
人
の
資
格
で
あ
る
。
日
本

仏
教
の
連
合
は
、
ま
だ
黎
明
期
で
あ
り
、
宗
派
で
の
合
意
形
成
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
個
人
を
も
っ
て
組
織
し
た
の
で
あ
る
。

３　

幹
事
・
評
議
員

　

第
四
条
「
本
会
ニ
幹
事
十
二
人
ヲ
置
ク
」、
第
五
条
「
本
会
幹
事
ハ
本
会
ヲ
代
表
シ
会
務
一
切
ノ
責
ヲ
任
ズ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
各

宗
派
の
要
職
者
は
、
仏
連
で
は
幹
事
の
立
場
で
会
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
前
の
仏
教
宗
派
は
、
宗
教
団
体
法
の
施
行
前
ま
で

は
十
三
宗
五
六
派
が
あ
っ
た
。
も
し
宗
派
数
と
同
じ
幹
事
を
置
く
と
な
る
と
、
会
務
の
運
営
が
煩
雑
に
な
る
。
そ
こ
で
同
一
の
宗
祖
を

持
つ
宗
派
の
う
ち
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
設
け
て
、
そ
こ
か
ら
一
人
の
幹
事
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
規
模
が
大
き

い
宗
派
は
一
人
と
な
る
。
幹
事
十
二
人
の
宗
派
別
の
割
り
振
り
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
天
台
宗
系
（
三
派
│
│
天
台
宗
・
同
寺
門
派
・
同
真
盛
派
）、
②
真
言
宗
系
（
八
派
│
│
真
言
宗
高
野
派
・
同
御
室
派
・
同
醍
醐

派
・
同
大
覚
寺
派
・
同
東
寺
派
・
同
泉
涌
寺
派
・
同
山
階
派
・
同
小
野
派
）、
③
新
義
真
言
宗
智
山
派
（
一
派
）、
④
新
義
真
言
宗
豊
山

派
（
一
派
）、
⑤
浄
土
宗
（
一
派
）、
⑥
臨
済
宗
系
（
十
五
派
│
│
臨
済
宗
天
龍
寺
派
・
同
相
国
寺
派
・
同
建
仁
寺
派
・
同
南
禅
寺
派
・

同
妙
心
寺
派
・
同
建
長
寺
派
・
同
東
福
寺
派
・
同
大
徳
寺
派
・
同
円
覚
寺
派
・
同
永
源
寺
派
・
同
方
広
寺
派
・
同
佛
通
寺
派
・
同
國
泰

寺
派
・
同
向
嶽
寺
派
・
黄
檗
宗
）、
⑦
曹
洞
宗
（
一
派
）、
⑧
真
宗
本
願
寺
派
（
一
派
）、
⑨
真
宗
大
谷
派
（
一
派
）、
⑩
真
宗
系
（
八
派

│
│
真
宗
高
田
派
・
同
興
正
派
・
同
佛
光
寺
派
・
同
木
辺
派
・
同
出
雲
路
派
・
同
山
元
派
・
同
誠
照
寺
派
・
同
三
門
徒
派
）、
⑪
そ
の
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他
（
七
派
│
│
真
言
律
宗
・
律
宗
・
浄
土
宗
西
山
派
・
融
通
念
佛
宗
・
時
宗
・
法
相
宗
・
華
厳
宗
）、
⑫
日
蓮
宗
系
（
九
派
│
│
日
蓮

宗
・
顕
本
法
華
宗
・
本
門
宗
・
本
門
法
華
宗
・
法
華
宗
・
本
妙
法
華
宗
・
日
蓮
正
宗
・
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
・
日
蓮
宗
不
受
不
施
講
門

派
）
で
あ
る
。

　

現
在
か
ら
見
る
と
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
た
宗
派
群
の
う
ち
、
幹
事
一
人
で
扱
っ
て
も
よ
い
派
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
仏
連
の
活
動
に

積
極
的
な
人
物
が
い
た
宗
派
は
、
単
独
枠
で
割
り
振
っ
た
の
で
あ
る
。
又
、
現
在
の
全
仏
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
宗
派
（
例
え
ば
日
蓮

正
宗
な
ど
）
を
含
む
が
、
文
部
大
臣
の
監
督
下
に
あ
っ
た
仏
教
宗
派
の
全
て
を
、
同
列
に
組
織
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
参
加
す
る
宗
派
は
、
第
六
条
「
評
議
員
ヲ
置
ク
」
と
し
て
、
意
見
表
明
の
場
が
確
保
さ
れ
た
。
詳
し
く
見
る
と
、
第
七

条
「
評
議
員
会
ハ
各
宗
派
ヨ
リ
選
出
シ
タ
ル
評
議
員
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と
あ
り
、
最
低
で
も
各
派
か
ら
一
人
の
評
議
員
が
選
ば
れ
た
。

た
だ
し
宗
派
の
規
模
に
応
じ
た
配
慮
が
見
ら
れ
、
一
千
か
寺
以
上
の
寺
院
が
あ
る
宗
派
は
、
二
千
か
寺
を
増
す
ご
と
に
一
人
の
評
議
員

を
追
加
し
た
。

４　

経
費
・
報
酬
・
運
営

　

組
織
体
で
あ
れ
ば
、
運
営
費
が
か
か
る
。
第
八
条
「
経
費
ハ
評
議
員
会
ニ
於
テ
其
ノ
予
算
ヲ
定
メ
」
と
あ
り
、「
管
長
割　

十
分
ノ

二
」
と
「
寺
院
割　

十
分
ノ
八
」
の
割
合
で
、
各
宗
派
か
ら
資
金
が
拠
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
全
体
の
予
算
枠
か
ら
、
う
ち
二
割
は
管

長
す
な
わ
ち
参
加
す
る
宗
派
の
数
で
頭
割
り
が
さ
れ
た
。
残
る
八
割
は
各
宗
派
の
寺
院
数
に
応
じ
て
、
傾
斜
配
分
に
て
納
付
し
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
寺
院
数
が
多
い
宗
派
は
、
そ
れ
だ
け
賦
課
金
を
担
当
し
た
。

　

役
職
者
は
無
給
で
あ
り
、
第
九
条
「
幹
事
及
評
議
員
ハ
無
報
酬
ト
ス
」
と
あ
る
が
、
会
議
参
加
に
よ
る
旅
費
や
そ
の
他
の
必
要
経
費

は
認
め
ら
れ
た
。
第
十
条
「
此
ノ
会
則
施
行
ニ
関
シ
必
要
ノ
規
程
ハ
幹
事
ニ
於
テ
別
ニ
定
ム
」、
第
十
一
条
に
は
会
則
の
変
更
は
幹
事
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の
提
案
で
評
議
員
会
で
の
議
決
を
経
る
必
要
が
あ
り
、
第
十
二
条
で
、
会
則
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
と
定
め

た
。５　

発
足
当
初
の
幹
部
と
全
国
支
部

　

仏
教
連
合
会
の
発
足
に
際
し
て
、
前
述
し
た
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
十
二
月
十
六
日
に
京
都
の
仏
教
各
宗
派
大
会
に
お
い
て
決
議

が
な
さ
れ
た
の
が
、
仏
教
連
合
会
規
則
で
あ
る
。「
仏
教
各
宗
派
管
長
総
代
」（
計
十
二
名
）
の
名
義
で
、
文
部
大
臣
高
田
早
苗
に
報
告

し
た
も
の
で
、
各
派
の
要
職
者
が
名
前
を
連
ね
たＤ
。

　

①
不
二
門
智
光
（
天
台
宗
座
主
・
大
僧
正
）、
②
渋
谷
隆
教
（
真
宗
佛
光
寺
派
管
長
・
男
爵
）、
③
柴
田
証
全
（
浄
土
宗
西
山
派
管
長
・
大
僧
正
）、

④
大
谷
光
演
（
真
宗
大
谷
派
管
長
）、
⑤
六
雄
沢
慶
（
真
宗
本
願
寺
派
管
長
事
務
取
扱
）、
⑥
円
山
元
魯
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
）、
⑦
密
門
宥
範

（
真
言
宗
高
野
派
管
長
）、
⑧
伊
藤
宗
盛
（
新
義
真
言
宗
智
山
派
管
長
・
大
僧
正
）、
⑨
石
川
素
童
（
曹
洞
宗
管
長
）、
⑩
小
泉
日
慈
（
日
蓮
宗
管
長
）、

⑪
山
下
現
有
（
浄
土
宗
管
長
）、
⑫
尾
川
照
円
（
新
義
真
言
宗
豊
山
派
管
長
事
務
取
扱
・
一
等
司
教
権
中
僧
正
）
で
あ
る
。
大
正
期
の
仏
教
界
に
影

響
力
を
持
っ
た
名
僧
達
で
あ
っ
た
。

　

仏
教
連
合
会
の
規
則
に
あ
る
と
お
り
、
各
宗
派
管
長
と
要
職
者
で
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
実
務
上
の
運
営
は
十
二
人
の
幹
事
が
担
っ

た
。
施
行
当
初
の
規
則
の
附
則
に
は
、
仏
連
と
し
て
最
初
に
選
出
さ
れ
た
十
二
名
の
氏
名
が
見
ら
れ
る
。

　

①
宮
本
隆
範
（
本
部
常
務
幹
事
・
新
義
真
言
宗
智
山
派
宗
務
長
）、
②
加
藤
精
神
（
新
義
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
長
）、
③
宇
都
宮
善
道
（
本
部
常
務

幹
事
・
浄
土
宗
執
綱
）、
④
弘
津
説
三
（
曹
洞
宗
全
権
委
員
）、
⑤
酒
井
日
慎
（
各
派
選
出
・
日
蓮
宗
宗
務
総
監
）、
⑥
木
下
寂
善
（
各
派
選
出
・
天
台

宗
庶
務
部
長
）、
⑦
蓮
生
観
善
（
各
派
選
出
・
真
言
宗
連
合
法
務
所
第
一
部
長
）、
⑧
原
円
応
（
各
派
選
出
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
執
事
長
）、
⑨
富
田
貫

了
（
真
宗
本
願
寺
派
枢
密
課
長
）、
⑩
近
藤
純
悟
（
真
宗
大
谷
派
文
書
科
長
）、
⑪
奥
博
愛
（
出
張
所
常
務
幹
事
・
各
派
選
出
・
真
宗
佛
光
寺
派
参
事
）、
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⑫
長
谷
川
観
石
（
出
張
所
常
務
幹
事
・
各
派
選
出
・
浄
土
宗
西
山
派
執
事
）
と
な
る
。
会
の
規
則
施
行
後
か
ら
、
各
派
の
有
力
実
務
者
が
各
宗

派
間
の
利
害
関
係
の
調
整
を
行
い
、
そ
の
名
の
と
お
り
仏
教
連
合
と
し
て
活
動
を
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

仏
教
連
合
会
の
全
国
支
部
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
き
た
いＥ
。
一
九
一
六
年
の
仏
連
の
設
立
後
に
、
東
京
や
京
都
な
ど
の
各
地
で
、
地

名
を
冠
し
た
仏
教
護
国
団
が
続
々
と
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
既
存
の
地
方
仏
教
組
織
で
も
、
護
国
団
と
は
名
乗
ら
ず
、

仏
連
の
支
部
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
動
き
は
、
同
年
五
月
七
日
に
京
都
の
妙
心
寺
で
仏
連
の
第
一
次
評
議
員
総
会
が

行
わ
れ
、
仏
教
連
合
会
評
議
員
会
の
名
義
で
、「
仏
教
護
国
団
設
立
案
」
が
同
日
付
で
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
内
容
は
全
国
各

市
郡
に
仏
教
護
国
団
を
設
置
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
各
団
は
教
師
・
僧
侶
・
檀
信
徒
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
仏
連
に
所
属
す
る
旨
が

明
記
さ
れ
た
。
重
要
な
の
は
、
設
立
案
の
条
文
の
三
つ
目
に
、「
一
、
本
団
は
国
民
精
神
の
振
作
統
一
を
図
り
、
尊
皇
護
国
済
世
利
民

の
本
分
を
貫
徹
す
る
を
目
的Ｆ
」
と
し
た
点
で
あ
る
。
仏
教
の
立
場
か
ら
国
民
の
教
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
仏
連
の
組
織
化
を
め
ぐ
る
通
説
と
事
実
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。
順
次
、
組
織
の
体
制
強
化
に
伴
い
規
則
を
変
更
し
て

い
っ
た
が
、
変
遷
は
省
略
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
諸
活
動
は
、
共
同
で
の
布
教
と
い
っ
た
宗
教
的
な
目
的
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

四　

仏
教
界
で
連
合
化
を
行
う
意
義

１　

時
代
背
景

　

日
本
仏
教
の
各
宗
派
が
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
か
ら
仏
教
連
合
会
へ
と
再
編
さ
れ
た
の
は
、
仏
教
界
が
一
致
協
調
し
て
、
重
要
な
案
件

の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
主
に
、
法
制
度
や
政
教
関
係
な
ど
世
俗
的
な
課
題
を
取
り
組
む
た
め
で
あ
る
。

　

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
第
十
四
回
帝
国
議
会
の
貴
族
院
で
否
決
さ
れ
て
、
宗
教
法
案
が
廃
案
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
政
府
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が
法
制
化
を
試
み
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
も
立
法
の
動
き
が
あ
っ
た
が
、
結
局
は
提
出
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
法
案
制

定
の
動
き
を
察
知
し
た
仏
教
界
の
論
客
で
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
の
土
屋
詮
教
は
、
政
教
関
係
と
宗
教
制
度
の
是
正
を
広
く
訴
え
た
。
三

宅
雪
嶺
が
主
宰
し
た
論
壇
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
に
意
見
を
投
じ
た
の
だ
。
そ
の
土
屋
の
論
説
「
宗
制
改
革
論
」
は
、
当
時
の
仏
教
界

を
め
ぐ
る
課
題
が
分
か
る
の
で
構
成
を
示
し
た
い
。

　

一　

緒
論
、
二　

参
政
権
な
き
僧
侶
、
三　

法
律
と
行
政
命
令
、
四　

僧
侶
の
被
選
権
、
五　

三
偏
見
、
六　

国
家
に
於
け
る
職
務
、

七　

宗
教
と
公
法
人
、
八　

宗
教
法
の
立
脚
地
、
九　

権
利
義
務
の
権
衡
、
十　

基
督
教
徒
に
較
す
、
十
一　

寺
地
堂
宇
の
免
租
、
十

二　

宗
教
と
新
民
法
、
十
三　

既
得
権
と
は
何
ぞ
や
、
十
四　

宗
派
と
法
人
資
格
、
十
五　

臣
民
た
る
の
本
分
、
十
六　

未
開
時
代
の

法
制
、
十
七　

太
政
官
布
達
、
十
八　

公
私
法
人
格
、
十
九　

命
令
の
範
囲
、
二
十　

国
家
の
保
護
、
二
十
一　

国
内
法
と
国
際
法
、

二
十
二　

論
結
三
要
領
、
で
あ
るＧ
。
そ
の
主
張
の
要
点
は
、
速
や
か
に
宗
教
法
を
制
定
し
て
、
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
宗
教
教
師
に

被
参
政
権
を
与
え
て
、
国
家
が
各
宗
派
と
寺
院
を
私
法
人
と
し
て
保
護
と
監
督
を
求
め
た
内
容
で
あ
る
。
仏
教
界
で
は
複
数
の
媒
体
で

議
論
が
行
わ
れ
、
仏
教
者
が
自
ら
の
立
位
置
に
は
未
だ
に
法
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
仏
教
界
で
の
風
潮
の
中
で
、
仏
連
が
形
成
さ
れ
た
。
組
織
の
始
動
の
直
後
か
ら
、
積
極
的
に
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
明
治

期
の
宗
教
法
案
を
巡
っ
て
は
、
仏
教
界
内
で
賛
否
が
分
か
れ
た
が
、
大
正
期
に
は
共
通
す
る
問
題
と
し
て
各
宗
派
が
一
丸
と
な
っ
て
考

究
し
て
い
く
場
所
へ
と
集
合
し
た
。
し
か
も
大
正
時
代
の
民
本
主
義
の
影
響
を
受
け
て
、
言
論
へ
訴
え
出
た
の
で
あ
る
。

２　

主
要
な
対
応
課
題

　

前
述
の
仏
教
連
合
会
規
則
が
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
と
な
り
、
組
織
固
め
を
進
め
る
一
方
で
、
同
年
三
月
十

五
・
十
六
日
に
は
、
東
京
愛
宕
の
本
部
で
第
一
次
幹
事
総
会
が
行
わ
れ
、
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
か
ら
事
務
の
引
継
ぎ
と
、
今
後
の
対
応
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が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

こ
の
三
月
十
五
日
に
、
仏
連
の
体
質
を
象
徴
す
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
仏
連
の
幹
事
は
、
東
京
永
田
町
に
あ
っ
た
文
部

大
臣
官
邸
に
出
頭
し
て
高
田
早
苗
に
面
会
し
、
四
項
目
の
申
請
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
、
文
部
次
官
の
福
原
鐐
二
郎
、

同
省
宗
教
局
長
の
柴
田
駒
三
郎
が
同
席
し
た
。

　

申
請
書
は
、
次
な
る
四
項
目
か
ら
な
る
。
一　

宗
教
制
度
調
査
に
関
す
る
申
請
、
二　

神
職
と
神
道
教
師
区
別
に
関
す
る
申
請
、 

三　

宗
教
に
関
す
地
方
行
政
矯
正
の
件
に
付
申
請
、
四　

宗
教
教
師
僧
侶
参
政
権
の
件
申
請
、
で
あ
る
。
そ
の
後
は
申
請
に
対
し
て
、

仏
連
か
ら
文
部
省
に
対
し
て
書
面
及
び
面
会
で
回
答
を
求
め
た
が
、
調
査
中
と
の
理
由
で
答
え
が
な
か
っ
た
。
仏
連
へ
の
改
組
か
ら
、

す
ぐ
さ
ま
当
局
に
対
し
て
宗
教
法
の
制
定
や
被
選
挙
権
の
獲
得
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
の
改
善
が
、
緊
急
の

課
題
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
、
仏
教
界
の
総
意
と
し
て
行
動
し
た
と
言
え
よ
う
。

五　

事
業
と
諸
活
動

１　

機
関
誌
の
発
行

　

仏
教
連
合
会
で
は
、
機
関
誌
や
小
冊
子
を
作
成
し
て
配
布
し
た
。
文
書
を
作
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
社
会
に
周
知
さ
せ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
機
関
誌
の
名
称
は
、『
政
教
新
論
』
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
者
や
仏
教
者
に
よ
る
同
名
の
著
述
と
は
無
関

係
だ
が
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
宗
教
者
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
在
る
べ
き
政
教
関
係
像
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
るＨ
。

　

同
誌
は
、
そ
も
そ
も
『
宗
是
』
の
名
称
で
、
東
京
浅
草
を
拠
点
に
し
た
浄
土
宗
関
係
者
に
よ
る
政
教
新
論
社
が
発
行
し
た
言
論
雑
誌

で
あ
る
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
頃
に
『
政
教
新
論
』
と
改
題
さ
れ
た
。
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書
誌
情
報
を
見
る
と
、
第
九
巻
第
三
号
（
一
九
二
二
年
一
月
）
の
発
行
兼
編
輯
者
は
里
見
義
隆
、
印
刷
者
は
成
田
良
英
と
あ
り
、
両
者

と
も
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
九
巻
第
四
号
（
一
九
二
二
年
二
月
）
に
は
、
発
行
兼
編
輯
者
は
窪
川
旭
丈
、
印
刷
者
は
藤
本

真
光
で
あ
る
。
窪
川
は
浄
土
宗
僧
侶
の
仏
教
連
合
会
幹
事
で
、
藤
本
は
古
義
真
言
宗
僧
侶
の
同
会
幹
事
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時

点
か
ら
仏
連
の
機
関
誌
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
発
行
者
の
名
義
は
、
引
き
続
き
政
教
新
論
社
が
使
わ
れ
、
仏
連
の
内
部
機
構
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
窪
川
た
ち
従
前
か
ら
浄
土
宗
有
志
の
問
題
意
識
が
、
仏
連
の
主
張
と
重
な
る
ゆ
え
に
、
特
定
宗
派
内
の
言
論
グ
ル
ー

プ
の
雑
誌
か
ら
、
日
本
仏
教
全
体
の
連
合
組
織
の
雑
誌
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
四
二
年
以
降
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
『
日
本
仏
教
』
へ
改
題
と
な
り
、
一
九
四
四
年
頃
ま
で
発
行
さ
れ
た
よ
う
だ
。

機
関
誌
は
、『
宗
是
』
を
起
源
に
、『
政
教
新
論
』
か
ら
『
日
本
仏
教
』
に
と
題
名
が
変
遷
し
た
が
、
諸
機
関
で
残
存
す
る
各
誌
は
欠
号

が
多
く
、
詳
細
な
書
誌
情
報
の
分
析
は
今
後
の
課
題
で
あ
るＩ
。

２　

宗
教
（
団
体
）
法
案
へ
の
対
処

　

仏
教
連
合
会
で
は
発
足
以
降
、「
明
治
以
来
の
懸
案
た
る
宗
教
制
度
問
題
に
就
て
は
、
宗
教
法
制
定
の
急
要
な
る
を
主
張
し
、
帝
国

議
会
の
召
集
毎
に
貴
衆
両
院
に
対
し
「
宗
教
法
制
定
に
関
す
る
請
願
」
を
提
出
し
て
其
解
決
促
進
に
努
めＪ
」
て
き
た
。

　

宗
教
団
体
法
の
立
法
経
緯
を
た
ど
る
と
、
内
務
省
が
宗
務
行
政
を
所
掌
し
て
い
た
時
期
に
、
第
一
次
宗
教
法
案
（
明
治
三
二
年
案
）
と

し
て
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
貴
族
院
で
否
決
さ
れ
成
立
し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
内
務
省
か
ら
文
部
省
に
宗
教
局
が
移
管
さ
れ
、
一
九
二
六
年
に
は
、
宗
教
制
度
調
査
会
官
制

（
大
正
十
五
年
勅
令
第
一
一
六
号
）
に
基
づ
き
、
文
部
大
臣
の
監
督
下
で
同
会
が
設
置
さ
れ
た
。
目
的
は
官
制
第
一
条
第
一
項
に
「
文
部
大

臣
ノ
監
督
ニ
属
シ
其
ノ
諮
詢
ニ
応
シ
テ
宗
教
制
度
ニ
関
ス
ル
重
要
ノ
事
項
ヲ
調
査
審
議
ス
」、
第
二
項
に
「
宗
教
制
度
ニ
関
ス
ル
重
要
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ノ
事
項
ニ
付
文
部
大
臣
ニ
建
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
り
、
特
に
宗
教
（
団
体
）
法
案
の
審
議
を
行
う
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

設
置
と
同
時
に
、
初
代
の
会
長
に
平
沼
騏
一
郎
（
枢
密
院
副
議
長
）
が
任
命
さ
れ
た
。
委
員
四
〇
人
以
内
と
定
め
ら
れ
、
政
府
高
官
・

学
識
経
験
者
・
帝
国
議
会
議
員
、
そ
し
て
宗
教
者
が
就
任
し
た
。
仏
教
界
か
ら
八
名
が
最
初
の
委
員
と
な
り
、
貝
山
日
勇
（
日
蓮
宗
）、

渓
内
弌
恵
（
真
宗
大
谷
派
）、
大
森
亮
順
（
天
台
宗
）、
花
田
凌
雲
（
真
宗
本
願
寺
派
）、
高
林
玄
宝
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）、
祥
雲
晩
成
（
曹
洞

宗
）、
窪
川
旭
丈
（
浄
土
宗
）、
荒
木
良
仙
（
新
義
真
言
宗
豊
山
派
）、
ま
た
学
識
経
験
者
に
は
仏
教
学
者
の
高
楠
順
次
郎
（
東
京
帝
国
大
学
教

授
）
が
い
て
、
以
後
は
順
次
に
委
員
が
交
代
し
て
い
っ
たＫ
。

　

宗
教
制
度
調
査
会
で
は
、
随
時
に
総
会
及
び
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
第
二
次
宗
教
法
案
（
昭
和
二
年
案
）、
第
一
次
宗
教
団
体
法
案

（
昭
和
四
年
案
）、
宗
教
団
体
法
草
案
（
昭
和
十
年
案
）
の
要
綱
等
の
審
議
を
行
っ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
、
帝
国
議
会
で
の
成
案
に
は
至
ら

な
か
っ
たＬ
。

　

仏
連
が
発
行
し
た
『
政
教
新
論
』
で
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
、
宗
教
（
団
体
）
法
案
に
関
し
て
、
自
分
達
で
内
容
を

検
討
し
て
研
究
す
る
記
事
の
掲
載
が
相
次
い
で
い
た
。
文
部
省
に
宗
教
制
度
調
査
会
が
設
け
ら
れ
る
と
、
仏
連
で
も
同
名
の
組
織
を
設

け
て
対
応
を
審
議
し
、
独
自
の
宗
教
法
案
を
作
成
し
た
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
仏
連
内
に
調
査
部
を
設
け
て
政
教
関
係
や
思

想
問
題
の
調
査
研
究
を
強
化
し
た
。

　

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
欧
州
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
年
次
に
、
宗
教
団
体
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
七
号
）
が
公
布

さ
れ
た
。
そ
の
前
年
の
一
九
三
八
年
に
、
文
部
大
臣
は
宗
教
制
度
調
査
会
に
宗
教
団
体
法
要
綱
を
諮
問
し
た
後
に
、
要
綱
を
法
案
に
改

め
、
法
制
局
の
修
正
を
経
て
、
政
府
は
第
七
四
回
帝
国
議
会
に
宗
教
団
体
法
案
を
提
出
し
て
、
貴
族
院
を
経
て
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
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も
の
で
あ
る
。
明
治
中
期
に
帝
国
議
会
で
否
決
さ
れ
て
以
降
、
実
に
四
十
年
が
経
過
し
て
い
た
。
時
代
は
戦
時
体
制
に
あ
り
、
国
内
の

様
々
な
業
界
や
領
域
で
再
編
が
行
わ
れ
た
が
、
宗
教
団
体
の
統
合
を
促
し
た
宗
教
団
体
法
は
、
総
力
戦
体
制
の
産
物
で
あ
っ
た
。

３　

寺
院
国
有
境
内
地
の
無
償
譲
与
に
向
け
て

　

宗
教
団
体
法
の
制
定
と
と
も
に
、
明
治
以
来
の
宗
教
制
度
に
お
い
て
大
き
な
懸
案
事
項
は
、
寺
院
国
有
境
内
地
の
無
償
譲
与
問
題
で

あ
る
。
明
治
維
新
後
は
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
、
幕
府
・
大
名
よ
り
安
堵
（
領
有
権
の
承
認
・
確
認
）
さ
れ
た
朱
印
地
・
黒
印
地
の
ほ
か
、

社
寺
の
境
内
地
の
多
く
は
上
地
、
つ
ま
り
国
有
地
と
な
り
、
従
前
か
ら
所
在
す
る
神
社
や
仏
閣
に
国
は
無
償
で
貸
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

仏
連
で
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
。

　

何
時
ま
で
も
之
〔
寺
院
国
有
境
内
地
問
題
〕
を
放
任
し
て
置
く
こ
と
は
、
世
道
人
心
の
上
に
も
、
ま
た
宗
教
政
策
の
上
に
も
、

甚
だ
し
く
不
利
不
便
な
る
も
の
あ
る
に
鑑
み
、
帝
国
議
会
史
上
、
こ
れ
が
問
題
と
な
り
し
こ
と
幾
度
た
る
を
知
ら
ず
。
特
に
寺
院

国
有
境
内
地
還
附
の
討
議
の
如
き
は
、
極
め
て
効
果
的
に
行
は
れ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
今
一
歩
と
云
ふ
所
で
実

行
を
喰
ひ
止
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
心
あ
る
仏
教
者
の
奮
起
と
輿
論
の
同
情
と
に
依
つ
て
解
決
す
べ
く
、
何
と
し
て

も
、
今
一
段
の
努
力
を
要
す
べ
き
で
あ
るＭ
。

　

仏
連
で
は
、
帝
国
議
会
へ
の
請
願
や
、
真
宗
大
谷
派
寺
院
出
身
の
安
藤
正
純
な
ど
関
係
す
る
議
員
へ
働
き
か
け
る
な
ど
の
ロ
ビ
ー
活

動
を
展
開
し
た
。
宗
教
団
体
法
が
成
立
し
た
第
七
四
回
帝
国
議
会
と
同
じ
く
寺
院
等
ニ
無
償
ニ
テ
貸
付
シ
ア
ル
国
有
財
産
ノ
処
分
ニ
関

ス
ル
法
律
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
八
号
）
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
寺
院
の
国
有
境
内
地
の
無
償
譲
与
問
題
は
解
決
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
境
内
地
計
約
二
千
九
百
万
坪
は
各
関
係
寺
院
の
所
有
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
明
治
以
来
の
二
大
政
教
案
件
は
、
法
律
の
制
定
で
、
一
応
の
区
切
り
を
見
た
。
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４　

僧
侶
被
選
挙
権
の
獲
得
を
求
め
て

　

選
挙
制
度
を
巡
っ
て
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
（
明
治
二
二
年
法
律
第
三
号
）
が
制
定
さ
れ
、
順
次
に
法
改
正
に
よ
り
権
利
が
拡
大
し
て

い
っ
た
。
僧
侶
出
身
の
議
員
が
い
た
が
、
僧
籍
か
ら
離
脱
し
て
選
挙
に
出
馬
す
る
し
か
な
く
、
宗
教
教
師
に
は
権
利
が
与
え
ら
れ
な
い

ま
ま
で
あ
っ
た
。
僧
侶
に
は
被
選
挙
権
、
つ
ま
り
選
挙
に
出
る
資
格
が
、
あ
る
時
期
ま
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
仏
連
が
始
動
し
て
以
降
、
政
府
及
び
帝
国
議
会
に
対
し
被
選
挙
権
獲
得
の
た
め
の
運
動
を
始
め
た
。
一

九
二
三
年
二
月
六
日
に
は
、
東
京
芝
の
増
上
寺
で
仏
連
主
催
の
僧
侶
参
政
権
問
題
仏
教
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
九
二
五
年
に
改
正
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙
法
の
施
行
に
よ
り
、
こ
の
問
題
は
解
決
と
な
っ
た
。

　

以
後
の
仏
連
は
、
選
挙
制
度
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
た
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
第
一
回
普
通
選
挙
が
行
わ
れ
、
選
挙
史
上
で

初
め
て
現
役
に
あ
る
複
数
の
僧
侶
が
出
馬
し
たＮ
。
愛
知
一
区
か
ら
立
候
補
し
て
当
選
し
た
浄
土
宗
僧
侶
の
椎
尾
弁
匡
の
活
動
は
、
仏
教

界
の
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
仏
連
で
は
、
政
界
の
刷
新
と
国
民
の
政
治
的
覚
醒
を
さ
せ
る
た
め
、
僧
侶
の
選
挙
出
馬
を
奨
励
し
た
。

そ
の
た
め
、
帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
、
府
県
市
町
村
会
議
員
に
当
選
す
る
僧
侶
が
増
え
て
い
っ
た
。『
政
教
新
論
』
に
は
各
地
の
議
員

の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
、
読
者
た
る
全
国
の
僧
侶
に
奮
起
を
促
し
た
。

　

関
連
し
て
、
治
安
警
察
法
（
明
治
三
三
年
法
律
第
三
六
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
僧
侶
な
ど
の
宗
教
教
師
は
、
政
治
結
社
の
加
入
の
自
由
が

な
か
っ
た
。
仏
連
に
と
っ
て
、
僧
侶
が
納
税
と
兵
役
の
二
大
の
事
務
を
負
担
し
て
い
る
も
の
の
、
僧
侶
で
あ
る
た
め
国
民
の
権
利
に
制

限
を
受
け
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。
仏
連
は
、
治
安
警
察
法
の
改
正
を
求
め
て
い
た
が
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

５　

ロ
ー
マ
教
皇
使
節
の
交
換
問
題
を
め
ぐ
っ
て

　

仏
教
連
合
会
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
二
月
に
、
日
本
と
ロ
ー
マ
教
皇
庁
と
の
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間
で
、
使
節
交
換
に
関
す
る
予
算
案
が
、
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
仏
連
の
言
い
分
は
、
海
外
に
あ
る
一
つ
の
宗
教
団
体
の
長
に
対

し
て
、
国
家
並
み
に
外
交
使
節
と
し
て
交
換
を
す
る
こ
と
へ
の
異
議
を
唱
え
て
、
予
算
の
項
目
削
除
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
仏
連
で

は
、
強
い
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
に
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
意
見
広
告

を
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

羅ロ
ー

馬マ

法
王
庁
使
節
交
換
に
関
す
る
意
見
書

　

吾
等
仏
教
各
宗
派
管
長
は
大
正
十
二
年
度
外
務
省
予
算
に
計
上
せ
ら
れ
た
る
「
羅
馬
法
王
庁
に
外
交
代
表
者
駐
派
に
関
す
る
経

費
金
十
壱
万
四
千
円
」
を
削
除
し
帝
国
政
府
と
羅
馬
法
王
庁
と
の
間
に
外
交
使
節
交
換
の
計
画
を
撤
廃
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
要
求
す

　

理
由　

…
…
／
一　

羅
馬
法
王
は
一
個
の
宗
教
団
体
の
主
長
に
し
て
国
家
の
元
首
に
あ
ら
ず
／
二　

羅
馬
加カ

特ト

力リ
ッ
ク

教
の
教
義

信
条
は
根
本
的
に
我
が
国
の
国
体
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
な
り
／
三　

帝
国
と
羅
馬
法
王
庁
と
の
対
等
関
係
は
国
民
の
思
想
信
仰
を

混
乱
せ
し
む
／
四　

国
家
は
統
教
権
の
基
準
た
る
宗
教
法
を
制
定
せ
ず
し
て
特
殊
宗
教
団
体
に
慣
例
以
外
の
特
権
を
附
与
す
る
は

不
可
な
り
／
五　

羅
馬
法
王
庁
を
準
国
家
と
し
て
国
際
法
上
の
主
体
と
認
む
る
は
国
際
公
法
学
者
中
に
も
反
対
意
見
多
し
／
六　

羅
馬
法
王
庁
と
の
使
節
交
換
は
現
代
文
化
の
趨
勢
に
悖
り
時
代
錯
誤
の
国
策
な
り

　

大
正
十
二
年
一
月
廿
七
日　

仏
教
連
合
会
代
表　
〔
十
二
名
の
各
派
管
長
記
名
略Ｏ
〕。

　

今
か
ら
見
る
と
、
仏
教
界
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
大
き
な
不
安
と
警
戒
を
抱
い
て
い
た
の
が
分
か
る
。
当
時
は
、
宗
教
団
体
法
が
成
立

し
て
お
ら
ず
、
仏
教
団
体
の
地
位
が
法
的
に
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
反
対
の
声
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
宗
教
界
を
は
じ
め
、
学
界
で
は

小
野
清
一
郎
・
千
賀
鶴
太
郎
・
吉
野
作
造
な
ど
を
巻
き
込
み
論
争
が
起
き
て
、
終
に
帝
国
議
会
の
審
議
で
予
算
を
削
除
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
仏
連
は
突
き
動
い
て
い
た
。
宮
内
省
所
管
の
京
都
御
猟
場
（
京
都
府
愛
宕
郡
雲
ヶ
畑
村
、
現
在
の
京
都
市
北
区
）
を
め
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ぐ
っ
て
、
一
九
二
三
年
に
は
そ
の
設
置
意
義
が
議
論
さ
れ
た
。
仏
連
は
、
不
便
を
被
る
地
元
住
民
の
声
を
味
方
に
、
猟
場
で
捕
獲
さ
れ

る
鳥
獣
の
命
を
守
り
殺
生
を
禁
じ
る
仏
教
者
の
立
場
か
ら
、
こ
の
廃
止
運
動
に
加
勢
し
た
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
、
仏
連
が
「
羅

馬
使
節
問
題
で
遂
に
政
府
を
ヘ
コ
ま
し
た
勢
ひ
を
以
て
突
進
す
る
積
り
だ
と
云
ふ
が
只
相
手
が
宮
内
省
な
の
で
慎
重
な
態
度
を
執
つ
て

居
るＰ
」
と
論
評
し
た
。

　

政
府
に
物
を
言
う
仏
教
者
。
昭
和
の
戦
時
体
制
と
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
姿
勢
は
退
潮
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

六　

結
論

　

以
上
の
と
お
り
、
仏
教
連
合
会
の
沿
革
を
見
て
き
た
。
従
前
ま
で
の
通
説
は
誤
記
で
あ
り
、
正
確
な
経
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
近

代
の
日
本
仏
教
は
、
宗
派
間
の
連
合
と
再
編
の
歴
史
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
仏
連
の
活
動
に
つ
い
て
、
関
東
大
震
災
（
一
九

二
三
年
）
の
被
災
者
支
援
と
犠
牲
者
供
養
、
海
外
仏
教
徒
と
の
交
流
な
ど
、
論
じ
る
べ
き
事
項
は
複
数
あ
る
が
、
紙
幅
が
限
ら
れ
る
の

で
省
略
す
る
。
そ
れ
だ
け
広
い
活
動
を
し
た
の
が
仏
連
で
あ
る
。

　

本
論
で
述
べ
た
時
期
以
降
の
動
き
を
略
述
す
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
の
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
戦
時
体
制
に
入
っ
た
。

経
済
的
な
運
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
、
一
九
三
八
年
七
月
十
一
日
に
は
、
文
部
大
臣
か
ら
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
と
し
て
寄
附
行
為

（
現
行
制
度
で
は
定
款
）
の
許
可
を
受
け
て
、
同
月
二
八
日
に
は
財
団
設
立
の
登
記
を
行
っ
た
。
戦
争
の
拡
大
で
、
中
国
や
ア
ジ
ア
各

地
の
仏
教
団
体
と
の
接
触
が
増
え
る
と
、
そ
の
区
別
の
た
め
、
一
九
四
〇
年
に
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
連
合
会
と
改
称
し
て
、
日
本
仏

教
で
随
一
の
団
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
一
九
四
一
年
に
は
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
と
更
に
改
め
た
。

　

で
は
な
ぜ
、
戦
後
に
仏
連
で
は
、
団
体
の
歩
み
に
関
す
る
歴
史
観
が
変
化
し
た
の
か
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
公
益
財
団
法
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人
日
本
宗
教
連
盟
（
略
称
・
日
宗
連
）
の
歩
み
に
あ
るＱ
。
同
連
盟
は
、
五
つ
の
協
賛
団
体
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
派
神
道
連

合
会
（
教
派
連
）、
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
（
全
仏
）、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
（
日
キ
連
）、
宗
教
法
人
神
社
本
庁
、
公
益

財
団
法
人
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
）
で
あ
る
。
日
宗
連
の
法
人
登
記
を
見
る
と
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
成
立
し
た

と
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
日
宗
連
で
は
、
一
九
四
六
年
に
結
成
し
た
と
説
明
す
る
。
こ
の
ず
れ
は
、
宗
教
界
の
戦
争
協
力
に
あ
る
。

一
九
四
四
年
に
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
が
設
立
さ
れ
た
。
神
道
教
派
連
合
会
・
大
日
本
仏
教
会
・
日
本
基
督
教
連
合
会
な

ど
の
団
体
を
再
編
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
文
部
省
内
に
事
務
局
を
置
き
、
官
僚
と
宗
教
者
が
役
職
に
就
い
た
官
製
組
織

で
あ
っ
た
。
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
財
団
法
人
日
本
宗
教
会
と
な
る
が
、
な
お
も
文
部
省
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
同
年
に
財
団
法
人

日
本
宗
教
連
盟
と
な
り
、
宗
教
界
主
導
の
組
織
と
し
て
、
こ
の
時
を
も
っ
て
現
在
の
日
宗
連
が
発
足
し
た
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
日
宗

連
の
出
発
点
が
政
府
の
宗
教
政
策
の
一
環
で
誕
生
し
た
こ
と
は
、
区
別
し
た
い
過
去
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
の
全
日
本
仏
教
会
は
、
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
が
、
国
家
の
宗
教
統
制
に
反
対
し
た
と
い
う
筋
書
き
を
採
っ
た
。
大
正
期
の
仏
教

連
合
を
め
ぐ
る
動
き
を
紹
介
し
た
も
の
に
、
土
屋
詮
教
に
よ
る
著
述
『
大
正
仏
教
史
』（
一
九
四
〇
年
）
が
あ
るＲ
。
広
く
読
ま
れ
た
シ
リ

ー
ズ
「
青
年
仏
教
叢
書
」
に
収
め
ら
れ
た
が
、
全
仏
年
史
に
引
用
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
あ
え
て
無
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

戦
後
の
仏
教
界
を
象
徴
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
一
九
四
四
年
の
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の
設
立
時
に
同
会
仏
教
局

と
し
て
再
編
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
そ
の
際
に
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
の
法
人
格
が
解
散
し
た
と
理
解
し
て
い
た
。
し
か

し
、
改
め
て
精
査
す
る
と
、
そ
の
後
も
登
記
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
後
は
休
眠
法
人
と
な
り
、
法
人
格
が
解
散
と
な
っ
た
の
は
、

驚
く
こ
と
に
敗
戦
か
ら
半
世
紀
余
り
が
過
ぎ
た
、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
で
あ
っ
たＳ
。
し
か
も
仏
教
界
の
当
事
者
が
、
自
ら
の
手

続
き
で
葬
っ
た
の
で
は
な
い
。
公
益
法
人
制
度
改
革
ま
で
宗
教
系
の
民
法
法
人
（
社
団
・
財
団
）
を
所
管
し
て
い
た
文
部
科
学
大
臣
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が
、
そ
の
職
権
で
活
動
し
て
い
な
い
休
眠
法
人
を
、
解
散
さ
せ
た
の
だ
。
戦
後
の
全
仏
は
、
仏
教
宗
派
を
連
合
し
た
仏
連
の
機
能
を
継

承
し
つ
つ
も
、
既
存
の
法
人
格
を
復
活
さ
せ
ず
、
新
た
に
再
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
戦
後
の
仏
教
界
は
、
法
人
格
も
ろ
と
も
戦
前
の
歴

史
を
切
り
離
し
た
。
教
派
神
道
連
合
会
と
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
が
、
戦
前
と
戦
後
は
組
織
が
連
続
す
る
こ
と
を
明
確
に
記
録
し
た

こ
と
と
は
、
対
照
的
で
あ
るＴ
。

　

筆
者
は
、
従
前
か
ら
全
仏
の
ル
ー
ツ
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
内
容
を
更
新
し
て
本
論
で
取
り
上
げ
た
。
当
該
団
体
の
先
人
が

作
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
誤
記
は
指
摘
す
る
が
、
そ
の
内
容
を
全
否
定
す
る
こ
と
は
、
本
論
の
真
意
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
戦
後
民
主
主

義
の
影
響
を
受
け
て
、「
平
和
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
仏
教
者
と
い
う
自
画
像
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
つ
ま
り
、
政
府
に
抗
う

仏
教
者
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
再
設
定
を
し
た
の
で
あ
る
。

　

仏
教
連
合
会
と
は
、
仏
教
宗
派
が
相
互
に
協
調
し
て
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
相
を
背
景
に
活
動
し
た
が
、
国
家
に
協
力
し
、
又

は
是
正
を
訴
え
主
張
し
、
時
に
反
対
意
見
を
唱
え
た
団
体
で
あ
る
。
戦
間
期
に
お
け
る
日
本
の
仏
教
界
を
め
ぐ
る
政
教
関
係
を
見
る
際

に
、
重
要
な
手
掛
か
り
の
一
つ
で
あ
る
。

注（
1
）  

無
署
名
「
講
和
会
議
と
仏
教
徒
／
交
戦
各
国
委
員
に
移
檄
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
第
二
一
七
〇
七
号
、
東
京
朝
日
新
聞
社
、
一
九
一
九
年
一
月
二
四

日
）、
三
頁
。

（
2
）  

前
掲
の
「
講
和
会
議
と
仏
教
徒
／
交
戦
各
国
委
員
に
移
檄
」
に
は
、
仏
教
連
合
会
幹
事
十
二
名
の
名
義
で
作
成
し
た
文
書
「
講
和
会
議
に
対
す
る
日

本
仏
教
徒
の
希
望
」（
一
九
一
八
年
十
二
月
八
日
）
を
掲
載
す
る
。

（
3
）  

拙
論
「
昭
和
前
期
の
仏
教
界
と
連
合
組
織
│
│
仏
教
連
合
会
か
ら
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
ま
で
」（『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三

一
号
、
二
〇
一
五
年
）、
二
一
―
五
二
頁
。
後
に
拙
著
『
戦
時
下
の
日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
）
に
「
第
Ⅰ
部
第
一
章　

財
団
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法
人
大
日
本
仏
教
会
の
組
織
と
活
動
」
と
し
て
再
掲
。

（
4
）  

仏
教
界
全
体
の
連
合
化
に
つ
い
て
、
土
屋
詮
教
著
・
東
京
帝
大
仏
教
青
年
会
編
『
大
正
仏
教
史
』（
青
年
仏
教
叢
書
第
三
一
編
、
三
省
堂
、
一
九
四

〇
年
）、
中
西
直
樹
『
新
仏
教
と
は
何
で
あ
っ
た
か
│
│
近
代
仏
教
改
革
の
ゆ
く
え
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
）
所
載
の
「
第
八
章　

諸
宗
派
体
制
の

再
編
」
が
あ
る
。

（
5
）  
前
掲
、
拙
著
『
戦
時
下
の
日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』
の
二
一
頁
に
掲
載
し
た
表
を
大
幅
に
修
正
し
た
。

（
6
）  
全
日
本
仏
教
会
内
全
仏
二
十
年
の
あ
ゆ
み
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
全
仏
二
十
年
の
歩
み　

一
九
五
三
―
一
九
七
三
』（
全
日
本
仏
教
会
、
一
九
七

三
年
）
に
は
、「『
全
仏
』
の
前
身
が
…
…
明
治
三
三
年
頃
に
仏
教
懇
話
会
〔
マ
マ
〕
と
し
て
誕
生
し
た
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い

な
い
。
…
…
明
治
三
二
年
、
山
県
内
閣
が
突
如
と
し
て
第
一
四
帝
国
議
会
に
、
宗
教
法
案
な
る
も
の
を
貴
族
院
へ
提
出
し
…
…
教
界
内
外
の
有
力
者
が

一
三
宗
五
六
派
に
飛
檄
し
て
す
さ
ま
じ
い
旋
風
が
起
っ
た
時
代
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
懇
談
会
が
誕
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」（
八
頁
）
と
あ
る
。

こ
の
記
述
の
原
型
は
、「『
全
仏
』
の
機
構
刷
新
へ　

委
員
会
が
答
申
書
作
成
」（『
全
仏
』
第
一
六
八
号
、
全
日
本
仏
教
会
、
一
九
七
一
年
）
の
小
項
目

「
全
仏
小
史
」（
四
―
五
頁
）
で
あ
る
。

（
7
）  

全
日
本
仏
教
会
編
『
全
日
本
仏
教
会
の
歩
み　

一
九
五
七
―
一
九
八
七
│
│
財
団
創
立
三
十
周
年
記
念
』
同
、
一
九
八
七
年
、
全
日
本
仏
教
会
編

『
全
日
本
仏
教
会
の
歩
み　

一
九
八
八
〜
一
九
九
八
│
│
財
団
創
立
四
十
周
年
記
念
』
全
日
本
仏
教
会
、
一
九
九
八
年
、
全
日
本
仏
教
会
『
全
日
本
仏

教
会
の
歩
み
と
展
望
│
│
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
』
同
、
二
〇
〇
九
年
。

（
8
）  

公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
「
組
織
概
要
」（
二
〇
二
三
年
五
月
三
一
日
最
終
閲
覧
）。http://w

w
w
.jbf.ne.jp/about/about_jbf

（
9
）  

小
林
和
幸
「
第
二
次
山
県
内
閣
「
宗
教
法
案
」
を
め
ぐ
る
諸
相
」（『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
九
号
、
一
九
八
八
年
）、
一
七
―
三
五
頁
。

本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
増
補
改
訂　

本
願
寺
史　

第
三
巻
』
本
願
寺
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
六
二
五
―
六
三
一
頁
。

（
10
）  

無
署
名
「
各
宗
連
合
の
敬
悼
打
合
」（『
中
外
日
報
』
第
三
七
八
九
号
、
中
外
日
報
社
、
一
九
一
二
年
八
月
六
日
）、
三
頁
。

（
11
）  

本
論
に
お
け
る
仏
教
連
合
会
の
動
き
は
、
大
日
本
仏
教
会
編
『
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
要
覧
│
│
昭
和
十
八
年
一
月
』（
大
日
本
仏
教
会
、
一
九

四
三
年
）
所
載
の
「
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
の
沿
革
及
事
業
概
要
」（
一
五
―
五
五
頁
）
を
参
考
に
し
つ
つ
、
適
宜
に
他
の
資
料
を
参
照
し
た
。
当

該
資
料
は
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
所
蔵
の
大
日
本
仏
教
会
資
料
の
う
ち
、
分
類
番
号
・
大
―
二
―
四
五
「
大
日
本
仏
教
会
関
係
書
類
」
に
含
ま
れ
る
。

（
12
）  

「
仏
教
連
合
会
組
織
ニ
関
ス
ル
件
（
大
正
五
年
二
月
二
四
日
訓
示
第
一
号
）」（
宮
本
隆
範
編
『
新
義
真
言
宗
智
山
派
宗
規
類
纂
』
智
嶺
新
報
社
、
一

九
一
六
年
）、
二
六
四
―
二
七
一
頁
。
本
資
料
は
、「
仏
教
連
合
会
規
則
」
を
掲
載
す
る
が
、
本
論
で
同
規
則
を
言
及
し
た
箇
所
は
、
当
該
資
料
か
ら
参

照
し
た
。

（
13
）  

前
掲
、「
仏
教
連
合
会
組
織
ニ
関
ス
ル
件
」、
二
六
四
―
二
六
五
頁
。
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（
14
）  

仏
教
護
国
団
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
近
代
史
に
お
け
る
東
京
仏
教
護
国
団
の
位
置
」（『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』
特
別
号
（
別
刷
「
東
京
都
仏
教
連
合
会
結

成
１

０

０

周
年
特
集
」）、
仏
教
タ
イ
ム
ス
社
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
四
日
）、
三
頁
。

（
15
）  

前
掲
、
土
屋
詮
教
『
大
正
仏
教
史
』、
三
七
頁
。

（
16
）  
土
屋
詮
教
「
宗
制
改
革
論
」（『
日
本
及
日
本
人
』
第
六
三
五
号
、
政
教
社
、
一
九
一
四
年
）、
四
七
―
五
九
頁
。

（
17
）  
小
崎
弘
道
『
政
教
新
論
』
警
醒
社
、
一
八
八
六
年
。
藤
島
了
穏
『
政
教
新
論
』
興
教
書
院
、
一
八
九
九
年
。

（
18
）  

雑
誌
『
宗
是
』
は
未
確
認
で
、
後
身
の
『
政
教
新
論
』
は
欠
号
が
多
い
が
成
田
山
仏
教
図
書
館
に
ま
と
ま
っ
て
収
蔵
す
る
。
改
題
後
の
『
日
本
仏

教
』
は
、
浄
土
宗
増
上
寺
の
倉
庫
に
一
部
が
保
管
す
る
。

（
19
）  

仏
教
連
合
会
調
査
部
編
『
帝
国
議
会
と
宗
教
法
案
問
題
』（
宗
教
制
度
調
査
に
関
す
る
資
料
其
四
）
同
部
、
一
九
三
四
年
、
一
頁
。

（
20
）  

「
行
政
資
料　

宗
教
制
度
調
査
会
名
簿
」（『
宗
務
時
報
』
第
一
一
九
号
、
文
化
庁
宗
務
課
、
二
〇
一
五
年
）、
四
九
―
六
八
頁
。

（
21
）  

仏
連
の
動
き
と
は
別
に
、
宗
教
団
体
法
案
反
対
仏
教
徒
同
盟
（
一
九
二
九
年
設
立
、
代
表
は
真
宗
大
谷
派
僧
侶
の
近
角
常
観
）
が
あ
る
。

（
22
）  

仏
教
連
合
会
調
査
部
編
『
帝
国
議
会
と
境
内
地
問
題
』（
宗
教
制
度
調
査
に
関
す
る
資
料
其
六
）
同
部
、
一
九
三
七
年
、〔
ｉ
〕
頁
。

（
23
）  

岸
本
元
『
日
本
「
宗
教
系
国
会
議
員
」
総
覧
│
│
僧
侶
・
神
職
・
牧
師
か
ら
仏
像
マ
ニ
ア
・
教
祖
ま
で
６

０

０

人
超
』
私
家
版
（K

indle

版
）、
二

〇
二
一
年
、
に
詳
し
い
。

（
24
）  

仏
教
連
合
会
代
表
「
羅
馬
法
王
庁
使
節
交
換
に
関
す
る
意
見
書
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
第
一
三
〇
七
〇
号
、
一
九
二
三
年
一
月
三
十
日
）、
四
頁
。

（
25
）  

無
署
名
「
御
猟
場
廃
止
に
仏
教
団
起
つ
／
附
近
の
農
民
の
迷
惑
を
盾
に
五
十
八
派
の
管
長
達
／
目
的
の
貫
徹
に
上
奏
文
ま
で
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』

第
一
三
二
九
二
号
、
一
九
二
三
年
六
月
一
日
）、
五
頁
。

（
26
）  

滝
沢
清
編
『
日
本
宗
教
連
盟
小
史
』
日
本
宗
教
連
盟
、
一
九
六
六
年
。
日
本
宗
教
連
盟
５

０

周
年
実
行
委
員
会
編
『
日
本
宗
教
連
盟
五
十
年
の
あ
ゆ

み
』
日
本
宗
教
連
盟
、
一
九
九
六
年
。

（
27
）  

前
掲
、
土
屋
詮
教
『
大
正
仏
教
史
』。

（
28
）  

遠
山
敦
子
（
文
部
科
学
大
臣
）「
法
人
の
設
立
許
可
取
消
処
分
公
告
」（『
官
報
』
第
三
四
七
七
号
、
財
務
省
印
刷
局
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
三
〇
日
）、

一
三
頁
。
拙
論
「
仏
教
の
南
方
進
出
」（
島
薗
進
・
末
木
文
美
士
・
大
谷
栄
一
・
西
村
明
編
『
近
代
日
本
宗
教
史　

第
四
巻
│
│
戦
争
の
時
代　

昭
和

初
期
〜
敗
戦
』
春
秋
社
、
二
〇
二
一
年
）
で
、
本
件
に
つ
い
て
若
干
の
指
摘
を
し
た
。

（
29
）  

記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
い
の
り
と
つ
ど
い
│
│
教
派
神
道
連
合
会
結
成
百
周
年
記
念
誌
』
教
派
神
道
連
合
会
、
一
九
九
六
年
。
亀
谷
荘
司
編
『
日

本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、
一
九
九
一
年
。
松
村
菅
和
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
」（
日
本
キ
リ
ス
ト

教
歴
史
大
事
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文
館
、
一
九
八
八
年
）、
一
〇
四
八
頁
。
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Mutual Cooperation of Japanese Buddhist Sects  
in the Interwar Period

Organization and Activities of the Bukkyō Rengōkai  
(Federation of All Japanese Buddhist Sects and Schools)

ŌSAWA Kōji

The Japan Buddhist Federation (Zen-Nihon Bukkyōkai), which is an  
alliance of Japanese Buddhist sects and schools, has its roots in a group 
that opposed the state’s control of religious policy in 1900.
　The true origin of the alliance was the Bukkyō Kakushūha Konwakai 
(Group of Buddhist Sects), which was formed in 1912. This organization 
changed its name to the Bukkyō Rengōkai (Federation of All Japanese 
Buddhists Sects and Schools) in 1916.
　The organization appealed to the government to establish a secular legal 
system for the Buddhist world and rectify the legal treatment of monks. 
Through this organization, Japanese Buddhist sects united to form a  
coalition to strongly advocate systemic reform in the interwar period.
　In 1938, after the outbreak of the Second Sino-Japanese War, the organi-
zation became an incorporated foundation to strengthen its management 
base. Subsequently, the name of the organization was changed to the Dai-
Nihon Bukkyō Rengōkai in 1940 and then to Dai-Nihon Bukkyōkai in 1941.
　The Bukkyō Rengōkai, while working with the government, sometimes 
confronted and objected to its policies. It has been an organization that 
guides the research on the relationship between politics and religion  
surrounding the Buddhist world in the interwar period.
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